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感度指標を用いての線量管理 

Exposure Index    (EI値） 
・2008年からIEC（国際電気標準化委員会）によ
り標準化が進められている新しい感度指標値 

 

・S値やREX値などの各社特有の感度指標値と
は違い、IEC同規格によるEI値を用いることによ
り適切な線量が照射されたかの判断が可能と
なる指標（画像処理で可変できない値） 



感度指標を用いての線量管理の必要性 

• F/SシステムからCRシステムへ移行し、X線
撮影の線量は低減された。しかし体厚の大き
い部位では、線量不足による粒状性の劣化
を避けるように過剰な線量を照射することが
あった。 

• FPDのEI値（絶対値）を用いることで、デジタル

システムの穴（広いダイナミックレンジや画像
処理により隠される部分）も客観的に管理で
きるようになる。 



３種類の指標 

EI（EI値、Exposure Index） 

EIΤ（目標EI、target Exposure Index） 

DI（管理幅DI、deviation Index） 



DICOM タグ 

EI（0018，1411） 

EIΤ（0018，1412） 

DI（0018，1413） 







目標EI値 （EIT） 

• 施設において適正と設定されたEI値 

  目標とするEI値 

  （EI値全体の中央値、最適値） 

• 撮影部位毎に設定 

• 設定方法 

①蓄積された撮影データから画像の視覚評価
を行う方法 

②ファントムを使用し撮影したデータから画像
の視覚評価を行う方法 

 

 



管理幅DI （Deviation Index） 

• 計算したEI値とEITとのヅレ量を表す値 

• DI=10 log10 (EI/ EIT ） 

• つまりDIが0より大きい場合は高線量、小さい場合
は低線量ということになる。 

• 視覚評価などにより上限※1と下限※2を設定し、その
間を管理幅とする。 

※1 上限・・これ以上かけても画質は変わらない線量 

※2 下限・・これ以下は診断に適さない線量 

 



施設で適正な値として管理する幅 
 





0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52

膝EI値

目標ＥＩ
425

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45

腰椎（側）EI値

目標ＥＩ
161

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

肩EI値

目標ＥＩ
319

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

1 3 5 7 9 1113151719212325272931333537394143454749515355

腹部（立）EI値

目標ＥＩ
743





EI値を用いた応用 

• EITから設定された線量とDRL（診断参考レベ
ル）、または医療被ばくガイドラインとの比較 

 

 

• DIによるスタッフごとの線量過多の傾向 

 （教育、指導のツールとして） 





技師歴1～5年 



技師歴5～10年 



技師歴10年以上 



まとめ 

• 施設で目標ＥＩ値の設定をし、評価を繰り返す
事で根拠ある被ばく低減が図れる。 

• 個人が自身の条件設定の傾向を知り、ＤＩ値
を意識し、調整を行うことで適正な条件設定
が身に付く。 

フィルム時代の繊細な条件設定が蘇る！ 


